
新
構
想
・
北
海
道
文
学
史

神
谷　

忠
孝

 　
　
　

序

　
「
北
海
道
文
学
史
」と
い
う
概
念
が
果
た
し
て
成
り
立
つ
の
か
と
い
う
疑
問
は
未

だ
に
解
決
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
前
に
「
北
海
道
文
学
」
と
い
う
言

い
方
に
疑
義
を
呈
す
る
意
見
も
あ
る
。
北
海
道
を
題
材
に
表
現
し
た
文
学
と
い
う

も
の
は
あ
る
。
ま
た
、
北
海
道
生
ま
れ
の
文
学
者
が
多
く
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
「
北
海
道
文
学
」
と
名
付
け
よ
う
と
い
う
漠

然
と
し
た
了
解
が
い
ま
の
と
こ
ろ
半
ば
公
認
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
一

九
八
二
年
に
完
結
し
た
「
北
海
道
文
学
全
集
」
全
二
二
巻
・
別
巻
一
（
立
風
書
房
）

に
は
北
海
道
を
訪
れ
て
作
品
を
残
し
た
文
学
者
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
一
方
、

北
海
道
出
身
だ
が
北
海
道
取
材
作
が
な
い
た
め
に
載
ら
な
か
っ
た
文
学
者
、
大
衆

文
学
し
か
書
か
な
か
っ
た
た
め
に
載
ら
な
か
っ
た
文
学
者
も
い
る
。
ど
こ
で
線
引

き
し
た
の
か
に
つ
い
て
明
快
な
答
え
は
ま
だ
で
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏

ま
え
た
上
で
従
来
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
の
問
題
提
起
を
試
み
て
み
よ
う
と
い
う

の
が
本
稿
の
意
図
で
あ
る
。

　
「
北
海
道
文
学
史
」を
最
初
に
て
が
け
た
の
は
白
山
友
正
で
あ
る
。
一
九
三
七
年

（
昭
和
十
二
）
八
月
十
日
発
行
の
北
海
道
庁
編
『
新
選
北
海
道
史
』
第
四
巻
に
「
文

芸
の
発
達
」
と
し
て
発
表
し
た
も
の
を
、
戦
後
に
な
っ
て
雑
誌
「
短
歌
紀
元
」
第

二
十
三
巻
第
二
号
（
昭
和
二
六
・
二
）
の
別
冊
「
短
歌
紀
元
叢
書
第
十
五
編
」（
五

十
四
頁
、
定
価
六
十
円
）
と
し
て
発
行
し
て
い
る
。
白
山
友
正
（
一
九
〇
六
〜
一

九
七
七
）
は
深
川
市
生
ま
れ
。
札
幌
師
範
を
経
て
小
樽
高
等
商
業
を
卒
業
、
日
大

文
学
部
、
立
正
大
史
学
科
に
学
び
、
函
館
師
範
で
教
壇
に
立
っ
た
。
一
九
一
九
年

こ
ろ
よ
り
短
歌
に
親
し
み
前
田
夕
暮
に
私
淑
。
短
歌
の
定
型
に
疑
問
を
抱
き
口
語

に
よ
る
短
唱
を
提
唱
し
て
歌
壇
に
新
風
を
入
れ
、
新
興
短
歌
連
盟
を
結
成
し
主
幹

と
な
っ
て
活
躍
し
た
。
戦
後
は
北
海
道
学
芸
大
学
函
館
分
校
教
授
と
な
っ
た
。

　
「
緒
言
」
で
、〈
凡
そ
国
民
文
学
乃
至
、
地
方
文
学
を
主
張
す
る
場
合
そ
の
母
胎

を
為
す
も
の
は
、
そ
の
風
土
に
基
く
民
族
性
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば

「
北
海
道
文
学
」
の
母
胎
た
る
北
海
道
に
果
し
て
こ
れ
を
見
出
し
得
よ
う
か
、
概
し

て
明
治
維
新
以
後
の
拓
殖
民
と
し
て
の
新
し
い
歴
史
の
み
し
か
な
い
。
か
つ
て
の

伝
統
を
持
た
な
い
道
民
に
は
政
治
経
済
文
化
と
の
交
流
と
共
に
、
明
治
大
正
昭
和

三
代
八
十
年
の
新
し
い
歴
史
の
出
発
を
以
つ
て
し
て
は
、
道
民
性
主
張
の
根
拠
は

甚
だ
稀
薄
で
あ
る
。〉
と
述
べ
て
い
る
。

　

歴
史
が
浅
い
た
め
に
文
学
史
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
意
見
は
当
時
の
状
況
で

は
無
理
も
な
い
。
散
文
に
関
し
て
は
来
道
作
家
に
重
点
が
置
か
れ
、
出
身
作
家
と

し
て
武
林
無
想
庵
、
中
村
武
羅
夫
、
岡
田
三
郎
、
中
戸
川
吉
二
、
素
木
し
づ
、
佐
々

木
千
之
の
名
が
あ
る
。
短
詩
型
は
か
な
り
目
配
り
し
て
い
る
。

　

佐
藤
喜
一
（
一
九
一
一
年
小
樽
生
）
の
『
北
海
道
文
学
史
稿
』（
楡
書
房
、
一
九
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五
六
）
は
「
北
海
道
文
学
前
史
」「
文
学
に
現
れ
た
北
海
道
（
補
遺
）」「
北
海
道
文

学
風
土
記
（
近
代
篇
）」「
ア
イ
ヌ
民
族
を
描
い
た
文
学
」
の
諸
論
を
収
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
実
証
的
な
研
究
で
あ
り
、
後
続
の
研
究
に
基
礎
的
な
資
料
提

供
を
し
て
い
る
。「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、
一
年
前
に
こ
の
本
の
三
分
の
二
の
分

量
で
自
費
出
版
し
て
文
学
関
係
者
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
瀬
沼
茂
樹
氏
か
ら
、「
風
土

誌
的
な
、
地
方
主
義
的
な
研
究
が
実
証
的
に
も
必
要
な
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な

い
。
そ
れ
で
自
戒
を
含
め
て
考
え
た
い
の
だ
が
、
や
は
り
そ
こ
に
方
法
論
的
な
追

究
が
必
要
な
と
こ
ろ
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。」と
指
摘
さ
れ
た
と
書
い
て
い

る
。「
方
法
論
的
な
追
究
」と
は
一
定
の
方
向
性
を
も
っ
た
文
学
史
の
示
唆
で
あ
ろ

う
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
あ
た
り
か
ら
北
海
道
の
文
学
を
体
系
的
に
考
察
し
よ
う

と
い
う
気
運
が
で
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
和
田
謹
吾
、
木
原
直
彦
の
活
動
も
こ
の

こ
ろ
か
ら
本
格
的
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

一　

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
視
点

　

従
来
の
北
海
道
に
関
す
る
文
学
史
の
多
く
は
農
民
文
学
、
開
拓
文
学
を
主
流
と

し
て
い
る
。
有
島
武
郎
の
「
カ
イ
ン
の
末
裔
」
を
端
緒
と
し
て
小
林
多
喜
二
、
久

保
栄
、
島
木
健
作
、
本
庄
陸
男
、
辻
村
も
と
子
、
吉
田
十
四
雄
、
早
川
三
代
治
な

ど
の
農
民
も
の
を
重
視
す
る
見
方
で
あ
る
。
こ
の
系
譜
が
主
流
を
な
す
こ
と
は
揺

る
が
な
い
が
、
戦
後
の
農
地
改
革
に
よ
っ
て
、
地
主
対
小
作
人
と
い
う
構
図
が
無

効
と
な
り
継
続
性
は
期
待
で
き
な
い
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
く
つ

か
の
視
点
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
ご
ろ
の
「
パ
ン
の
会
」

や
、
雑
誌
「
ス
バ
ル
」、「
屋
上
庭
園
」
な
ど
に
結
集
し
た
文
学
者
、
画
家
た
ち
が
、

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
風
を
日
本
文
学
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
活
動
に
は
じ

ま
っ
た
。
運
動
と
し
て
盛
り
上
が
る
の
は
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
で
あ
る
。
一
九

二
〇
年
八
月
十
五
日
の
新
聞
「
萬
朝
報
」
に
ダ
ダ
イ
ズ
ム
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が

契
機
と
な
り
、
平
戸
廉
吉
の
「
日
本
未
来
派
宣
言
運
動
」（
一
九
二
一
）、
詩
誌

「
赤
と
黒
」（
一
九
二
三
・
一
創
刊
）、
辻
潤
編
『
ダ
ダ
イ
ス
ト
新
吉
の
詩
』（
一
九

二
三
・
二
）、
詩
誌
「
マ
ヴ
ォ
」（
一
九
二
四
・
七
創
刊
）
な
ど
の
詩
運
動
が
刺
激

と
な
っ
て
、
新
感
覚
派
の
中
心
と
な
る
「
文
芸
時
代
」（
一
九
二
四
・
十
創
刊
）
が

発
行
さ
れ
た
。

　

日
本
の
ダ
ダ
イ
ズ
ム
運
動
は
辻
潤
、
高
橋
新
吉
、
吉
行
エ
イ
ス
ケ
、
村
山
知
義

な
ど
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
の
だ
が
、
も
う
ひ
と
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の

が
武
林
無
想
庵
で
あ
る
。
札
幌
の
武
林
写
真
館
の
家
に
生
ま
れ
た
無
想
庵
は
東
京

で
育
ち
、
東
大
英
文
科
を
中
退
し
て
京
都
新
聞
社
に
勤
め
た
あ
と
翻
訳
に
専
念
し

た
。
ド
ー
デ
の
「
サ
フ
ォ
」、
ア
ル
ツ
ィ
ー
バ
ー
シ
ェ
フ
の
「
サ
ニ
ン
」
な
ど
の
翻

訳
で
名
を
あ
げ
た
。
や
が
て
、
虚
無
的
自
我
の
お
も
む
く
ま
ま
に
奔
放
に
生
き
る

「
私
」
と
人
妻
と
の
情
事
を
書
い
た
「
ピ
ル
ロ
ニ
ス
ト
の
や
う
に
」（「
改
造
」
一
九

二
〇
・
三
）
で
小
説
家
と
し
て
名
の
り
を
あ
げ
た
。
同
年
、「
や
ま
と
新
聞
」
の
元

記
者
で
文
筆
業
の
中
平
文
子
と
恋
愛
結
婚
し
フ
ラ
ン
ス
に
赴
い
た
。
バ
ル
ビ
ュ
ス

の
思
想
に
共
鳴
し
文
学
者
の
社
会
参
加
に
め
ざ
め
た
。
一
九
二
二
年
に
帰
国
し
た

と
き
、
折
り
し
も
日
本
で
は
ダ
ダ
運
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
無
想
庵
は
『
結
婚
礼

賛
』（
改
造
社
、
一
九
二
二
・
一
〇
）
で
ダ
ダ
運
動
に
共
感
を
表
明
し
、『
文
明
病
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患
者
』（
改
造
社
、
一
九
二
三
・
七
）
所
収
の
「
ミ
イ
ラ
に
な
り
か
か
つ
て
」
の
中

で
辻
潤
、
高
橋
新
吉
へ
の
連
帯
感
を
書
い
て
い
る
。
ダ
ダ
イ
ズ
ム
の
主
張
す
る
反

権
威
主
義
、
既
成
道
徳
の
否
定
、
新
し
い
芸
術
へ
の
意
志
に
共
感
し
て
い
る
。

　

日
本
の
ダ
ダ
イ
ズ
ム
の
も
う
ひ
と
つ
の
展
開
は
村
山
知
義
に
よ
っ
て
な
さ
れ

た
。
一
九
二
三
年
に
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
、
翌
年
七
月
、
雑
誌
「
マ
ヴ
ォ
」

を
創
刊
し
て
ダ
ダ
イ
ズ
ム
を
基
底
に
お
い
た
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
運
動
を
展

開
し
た
。
こ
の
運
動
に
共
鳴
し
た
の
が
外
山
卯
三
郎
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
和
歌

山
県
生
ま
れ
の
外
山
は
一
九
二
二
年
三
月
、
北
海
道
帝
国
大
学
予
科
に
入
学
し

た
。
同
年
秋
、
肺
結
核
の
診
断
書
を
提
出
し
て
大
學
を
休
学
し
て
上
京
、
土
方
与

志
の
模
型
舞
台
研
究
所
の
門
を
た
た
き
、
千
田
是
也
、
青
山
杉
作
ら
と
土
方
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
で
学
ん
で
き
た
新
し
い
演
劇
を
吸
収
し
た
。
一
九
二
三
年
四
月

に
復
学
し
た
だ
ち
に
学
内
で
劇
団
「
夢
幻
座
」
を
結
成
。
翌
年
の
夏
休
み
二
カ
月

間
、
築
地
劇
場
で
舞
台
に
出
た
り
し
て
演
劇
の
技
法
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
実
家
の

近
く
に
住
む
村
山
知
義
を
訪
ね
、
創
刊
さ
れ
た
「
マ
ヴ
ォ
」
に
接
し
て
刺
激
を
受

け
た
。
一
九
二
五
年
四
月
、
詩
と
版
画
の
同
人
集
団
で
あ
る
詩
学
協
会
が
札
幌
で

結
成
さ
れ
、
外
山
ら
学
生
は
夢
幻
座
を
発
展
的
に
解
散
し
詩
学
協
会
演
劇
部
を
発

足
さ
せ
た
。
六
月
に
は
外
山
が
主
宰
す
る
「
さ
と
ぽ
ろ
」
を
創
刊
。
九
月
発
行
の

「
さ
と
ぽ
ろ
」
四
号
に
「
都
市
交
響
楽
詩
」
を
発
表
し
た
。
一
九
二
六
年
三
月
、
外

山
は
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
進
学
す
る
た
め
に
札
幌
を
去
る
の
だ
が
、
そ
の

直
前
に
「
北
大
文
芸
」
に
ダ
ダ
詩
を
発
表
し
た
。

　
　
　

瀕
死
の
魂

　
　

花
、
リ
ボ
ン
ー
。

　
　

下
駄
、
紋
附
、
元
結

　
　

23 　

688 　

香
水

　
　
　

１
学
位
が
あ
る
の
で
す
よ
ー

　
　

Ｏ
Ｒ
Ｒ　

海
老

　

異
質
な
も
の
の
同
時
的
存
在
と
い
う
ダ
ダ
詩
の
理
念
を
応
用
し
た
試
作
で
あ

る
。
リ
ボ
ン
、
香
水
な
ど
の
西
洋
的
な
も
の
と
、
日
本
的
な
下
駄
、
紋
附
、
元
結

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
腰
が
曲
が
っ
た
よ
う
な
海
老
を
ロ
ー
マ
字
の
R
に
見
立
て

て
い
る
。

　

外
山
卯
三
郎
が
北
大
予
科
二
年
目
の
一
九
二
三
年
、
旭
川
で
は
小
熊
秀
雄
が
詩

を
発
表
し
は
じ
め
て
い
た
。「
暖
炉
」（「
旭
川
新
聞
」
一
九
二
三
・
四
・
一
五
）
の

書
き
出
し
「
ダ
ク
ダ
ク
ダ
ク
×
×
×
胸
／
こ
の
暖
気
の
中
か
ら
女
が
生
れ
る
／
ダ

ク
ダ
ク
ダ
ク
×
×
×
胸
／
こ
の
暖
気
の
中
か
ら
情
慾
が
生
れ
る
／
鉄
瓶
は
踊
る
」

と
い
う
詩
句
に
は
あ
き
ら
か
に
ダ
ダ
イ
ズ
ム
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
一
九
二
一

年
こ
ろ
か
ら
活
発
化
し
た
日
本
の
ダ
ダ
運
動
は
全
国
に
波
及
し
た
。
北
海
道
で
の

展
開
は
小
規
模
で
あ
っ
た
が
、
伊
藤
整
（
一
九
二
八
）、
小
熊
秀
雄
（
一
九
二
八
）、

小
林
多
喜
二
（
一
九
三
〇
）
な
ど
の
相
次
ぐ
上
京
の
背
景
に
は
東
京
を
中
心
に
活

発
に
な
っ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
に
刺
激
さ
れ
た
地
方
の
文
学
志
望
者
の
覚
醒
が

あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

　

海
外
で
学
ん
だ
北
海
道
出
身
者
が
帰
国
し
は
じ
め
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

松
前
生
ま
れ
で
小
樽
に
育
っ
た
岡
田
三
郎
は
一
九
二
一
年
秋
か
ら
一
九
二
三
年
六

月
ま
で
フ
ラ
ン
ス
に
遊
学
し
帰
国
し
て
長
編
小
説『
巴
里
』（
新
潮
社
、
一
九
二
四
）

を
発
表
し
た
。
岡
田
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
持
ち
帰
っ
た
コ
ン
ト
と
い
う
小
説
形
式
が
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川
端
康
成
の
「
掌
の
小
説
」
と
し
て
開
花
し
た
の
は
有
名
で
あ
る
。
小
樽
生
ま
れ

で
北
大
農
学
部
農
業
経
済
学
科
を
卒
業
し
た
早
川
三
代
治
は
一
九
二
一
年
か
ら
一

九
二
五
年
ま
で
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
専
門
の
数
量
経
済
学
を
学
ぶ
と
と
も
に
ド
イ

ツ
の
前
衛
演
劇
を
吸
収
し
て
き
た
。
母
校
の
専
任
講
師
を
務
め
な
が
ら
学
内
の

「
北
大
文
芸
」
に
ド
イ
ツ
戯
曲
の
翻
訳
を
積
極
的
に
発
表
し
た
こ
と
も
注
目
さ
れ

る
。
外
山
卯
三
郎
と
一
年
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。

　

文
壇
に
目
を
向
け
る
と
、
岩
見
沢
生
ま
れ
の
中
村
武
羅
夫
は
大
正
の
は
じ
め
か

ら
昭
和
初
年
ま
で
の
二
十
年
間
、
雑
誌
「
新
潮
」
の
名
編
集
長
と
し
て
知
ら
れ
た
。

と
り
わ
け
海
外
文
芸
思
潮
の
紹
介
に
力
を
入
れ
、
翻
訳
出
版
を
新
潮
社
の
主
要
企

画
に
定
着
さ
せ
た
功
績
は
大
き
い
。
一
九
二
五
年
に
は
菊
池
寛
の
「
文
芸
春
秋
」

に
対
抗
し
て
岡
田
三
郎
ら
と
雑
誌
「
不
同
調
」
を
創
刊
し
た
。
昭
和
に
入
る
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
隆
盛
に
対
し
て
、「
誰
だ
?
花
園
を
荒
ら
す
者
は
!
」（「
新

潮
」
一
九
二
八
・
六
）
を
発
表
し
、
文
学
が
政
治
の
道
具
に
さ
れ
る
風
潮
に
警
告

を
発
し
た
。
一
九
二
九
年
四
月
、
雑
誌
「
近
代
生
活
」
を
創
刊
し
新
興
芸
術
派
運

動
の
中
心
と
な
っ
た
。

　

新
興
芸
術
派
の
文
学
史
的
評
価
は
反
左
翼
を
標
榜
し
た
こ
と
で
低
い
の
が
現
状

だ
が
、
文
学
が
政
治
に
従
属
す
る
こ
と
に
意
義
を
唱
え
た
こ
と
、
井
伏
鱒
二
、
阿

部
知
二
、
嘉
村
礒
多
、
吉
行
エ
イ
ス
ケ
な
ど
を
作
家
と
し
て
世
に
送
り
出
し
た
こ

と
は
収
穫
で
あ
っ
た
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
視
点
に
立
て
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
の
圧
倒
的
攻
勢
に
対
し
て
芸
術
派
文
学
の
孤
塁
を
守
ろ
う
と
す
る
文
学
者
に
紙

面
を
提
供
し
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
一
九
三
三
年
こ
ろ

か
ら
顕
著
に
な
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
風
潮
に
抗
し
た
の
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
系
の
文
学
者

で
あ
っ
た
事
実
を
見
る
時
、
新
興
芸
術
派
の
果
た
し
た
役
割
は
低
い
も
の
で
は
な

い
。

 　

二　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
系
譜

 　

中
村
武
羅
夫
が
大
正
期
の
名
編
集
者
と
し
て
活
躍
し
た
の
に
続
き
、
昭
和
の
編

集
者
と
し
て
多
く
の
作
家
を
育
て
た
の
が
水
谷
準
で
あ
る
。
水
谷
は
一
九
〇
四
年

函
館
に
生
ま
れ
た
。
早
稲
田
高
等
学
院
在
学
中
の
一
九
二
二
年
十
二
月
、
雑
誌

「
新
青
年
」
の
懸
賞
小
説
に
応
募
し
「
好
敵
手
」
を
発
表
し
た
。
仏
文
科
在
学
中
の

一
九
二
五
年
、
江
戸
川
乱
歩
が
は
じ
め
た
「
探
偵
趣
味
の
会
」
の
発
起
人
に
も
名

を
つ
ら
ね
、
同
年
九
月
創
刊
の「
探
偵
趣
味
」責
任
編
集
者
を
三
年
つ
と
め
た
。
一

九
二
八
年
、
早
大
を
卒
業
し
て
「
新
青
年
」
編
集
に
加
わ
る
。
こ
の
と
き
の
編
集

長
は
横
溝
正
史
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
創
刊
の
「
新
青
年
」
は
森
下
雨
村
が
初

代
編
集
長
と
し
て
基
盤
を
か
た
め
江
戸
川
乱
歩
、
角
田
喜
久
雄
、
夢
野
久
作
な
ど

の
作
家
を
育
て
た
。
一
九
三
一
年
、
森
下
雨
村
が
博
文
館
と
対
立
し
て
去
っ
た
と

き
横
溝
正
史
も
退
社
し
た
が
水
谷
は
と
ど
ま
っ
て
三
代
目
編
集
長
と
な
っ
た
。
水

谷
が
世
に
お
く
り
だ
し
た
作
家
は
徳
川
夢
声
、
獅
子
文
六
、
小
栗
虫
太
郎
、
木
々

高
太
郎
、
久
生
十
蘭
な
ど
で
あ
る
。

　

久
生
十
蘭
は
一
八
九
九
年
函
館
生
ま
れ
。
一
九
二
六
年
に
上
京
し
て
岸
田
国
士

に
師
事
し
て
演
劇
を
学
ん
だ
。「
骨
牌
遊
び
の
ド
ミ
ノ
」（「
悲
劇
喜
劇
」一
九
二
九
・

三
）
を
発
表
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
一
九
三
三
年
に
帰
国
す
る
ま
で
シ
ャ
ル
ル
・
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デ
ュ
ラ
ン
に
つ
い
て
演
劇
を
研
究
し
た
。
帰
国
後
は
新
築
地
劇
団
演
出
助
手
と
な

る
か
た
わ
ら
探
偵
小
説
を
書
い
た
。「
金
狼
」（「
新
青
年
」一
九
三
六
・
七
〜
一
一
）、

「
湖
畔
」（「
文
芸
」
一
九
三
七
・
五
）
な
ど
で
作
家
的
地
位
を
築
い
た
。
戦
争
中
は

海
軍
報
道
班
員
と
し
て
南
方
各
地
を
巡
っ
た
。
戦
後
、「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」（「
新
青

年
」
一
九
四
六
・
一
〇
）
を
発
表
し
た
の
ち
、「
鈴
木
主
水
」（「
オ
ー
ル
読
物
」
一

九
五
一
・
一
一
）
に
よ
っ
て
直
木
賞
を
受
賞
。
一
九
五
七
年
五
十
五
歳
で
死
去
。

「
久
生
十
蘭
全
集
」
全
七
巻
（
三
一
書
房
、
一
九
五
九
）
が
あ
る
。
久
生
十
蘭
の
作

品
に
は
因
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
の
奇
抜
さ
、
外
国
人
が
見
る
よ
う
に
日
本
や

日
本
人
を
と
ら
え
る
視
点
が
あ
る
。
久
生
十
蘭
を
軸
に
す
る
こ
と
で
、
戦
後
の
北

海
道
出
身
文
学
者
と
の
連
続
性
が
指
摘
で
き
る
。

　

長
谷
川
海
太
郎
は
一
九
〇
〇
年
に
佐
渡
で
生
ま
れ
生
後
間
も
な
く
両
親
に
伴
な

わ
れ
て
函
館
に
移
住
。
一
九
一
八
年
、
単
身
ア
メ
リ
カ
し
各
地
を
放
浪
、
そ
の
間

オ
ハ
イ
オ
・
ノ
ウ
ザ
ン
大
学
に
学
び
、
一
九
二
四
年
、
和
子
夫
人
と
と
も
に
帰
国

し
た
。
林
不
忘
の
筆
名
で
「
丹
下
左
膳
」
な
ど
の
時
代
小
説
、
牧
逸
馬
の
名
で

「
新
青
年
」
に
探
偵
小
説
、
谷
譲
治
の
名
で
メ
リ
ケ
ン
・
ジ
ャ
ッ
プ
も
の
を
書
く
な

ど
の
活
躍
で
あ
っ
た
。
中
で
も
谷
譲
治
の
名
で
発
表
し
た
「
も
だ
ん
・
で
か
め
ろ

ん
」（「
中
央
公
論
」
一
九
二
七
）
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
都
市
の
描
写
は
斬
新
で
あ
っ

た
。〈

近
代
の
都
市
は
一
個
の
生
物
で
あ
る
。
大
地
に
し
つ
か
り
根
を
張
り
、
人

間
を
餌
食
に
し
て
空
へ
空
へ
と
伸
び
て
行
く
機
械
文
明
の
巨
大
な
怪
物
、
そ

れ
は
も
う
人
間
の
手
に
成
る
幾
何
学
的
立
体
の
集
団
な
ど
と
い
ふ
も
の
で
は

な
く
、
人
間
と
と
も
に
生
長
す
る
一
種
の
動
物
的
植
物
な
の
だ
。〉

　

都
市
を
生
物
に
見
立
て
る
都
市
論
は
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
二
ズ
ム
の
隆
盛

を
導
き
、
折
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
映
画
上
映
と
呼
応
し
て
新
感
覚
派
、
新
興
芸
術
派

に
影
響
を
与
え
た
。「
も
だ
ん
・
で
か
め
ろ
ん
」
に
続
い
て
同
じ
く
「
中
央
公
論
」

に
連
載
し
た
「
新
世
界
巡
礼
」（
一
九
二
八
－
二
九
）
も
評
判
に
な
っ
た
。

　

一
八
九
二
年
、
厚
田
村
の
網
元
の
家
に
生
ま
れ
た
子
母
沢
寛
（
本
名
梅
谷
松
太

郎
）
は
札
幌
の
中
学
か
ら
明
治
大
法
学
部
に
進
み
、
一
九
二
六
年
、
東
京
日
日
新

聞
社
に
入
社
、
社
会
部
の
記
者
と
し
て
才
筆
を
ふ
る
っ
た
。
一
九
二
八
年
に
は
そ

れ
ま
で
の
新
撰
組
研
究
を
ま
と
め
、『
新
撰
組
始
末
記
』（
万
里
閣
）
を
処
女
出
版

し
た
。「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
に
発
表
し
た
「
笹
川
繁
蔵
」（
一
九
三
〇
）、「
紋
三
郎

の
秀
」（
一
九
三
一
）に
よ
っ
て
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
股
旅
も
の
で
人
気
を
博
し
た
。

 　

三　

結

 　

戦
後
生
ま
れ
の
北
海
道
出
身
作
家
を
概
観
す
る
と
、
森
本
等
、
川
又
千
秋
、

佐
々
木
丸
美
、
藤
堂
志
津
子
、
佐
々
木
譲
、
久
間
十
義
、
東
直
己
、
鳴
海
章
、
海

道
龍
一
郎
、
京
極
夏
彦
、
馳
星
周
な
ど
に
共
通
す
る
の
は
、
地
域
性
、
風
土
性
な

ど
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
作
風
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ル
も
推
理
小
説
、
ミ
ス
テ

リ
ー
、
時
代
小
説
、
ス
パ
イ
小
説
な
ど
多
彩
で
あ
る
。
戦
前
の
農
民
文
学
や
開
拓

小
説
と
は
断
絶
し
て
い
る
の
だ
が
、
長
谷
川
海
太
郎
、
久
生
十
蘭
、
子
母
沢
寛
、

あ
る
い
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
な
ど
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
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四　

北
海
道
出
身
文
学
者
一
覧

　　

北
海
道
は
歴
史
が
浅
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
お
お
く
の
文
学
者
を
輩
出
し
て
い

る
。
そ
の
全
体
像
を
示
す
意
味
で
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』、
各
年
度
『
文
芸
年

鑑
』
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
取
り
上
げ
た
。

と
り
あ
え
ず
小
説
家
、
児
童
文
学
者
、
劇
作
家
、
評
論
家
、
研
究
者
に
つ
い
て
年

代
順
に
列
挙
す
る
。

（
氏
名
） 

（
生
年
）　　
（
出
身
地
） 

（
氏
名
） 

（
生
年
）　　
（
出
身
地
）

金
成　

マ
ツ 

一
八
七
五 

登
別 

武
林
無
想
庵 

一
八
八
〇 

札
幌

中
村
武
羅
夫 

一
八
八
六 

岩
見
沢 

野
中　

賢
三 

一
八
八
七 

釧
路

岡
田　

三
郎 

一
八
九
〇 

松
前 

子
母
沢　

寛 

一
八
九
二 

厚
田

寺
島　

柾
史 

一
八
九
三 

根
室 

森
田　

た
ま 

一
八
九
四 

札
幌

素
木　

し
づ 

一
八
九
五 

札
幌 

早
川
三
代
治 

一
八
九
五 

小
樽

中
戸
川
吉
二 

一
八
九
六 

釧
路 

石
森　

延
男 

一
八
九
七 

札
幌

久
保　
　

栄 

一
九
〇
〇 

札
幌 

小
熊　

秀
雄 

一
九
〇
一 

小
樽

中
津
川
俊
六 

一
九
〇
一 

札
幌 

林　

容
一
郎 

一
九
〇
二 

小
樽

久
生　

十
蘭 

一
九
〇
二 

函
館 

佐
々
木
千
之 

一
九
〇
二 

札
幌

知
里　

幸
恵 

一
九
〇
三 

登
別 

今　

日
出
海 

一
九
〇
三 

函
館

島
木　

健
作 

一
九
〇
三 

札
幌 

石
塚
喜
久
三 

一
九
〇
四 

小
樽

竹
内
て
る
よ 

一
九
〇
四 

札
幌 

水
谷　
　

準 

一
九
〇
四 

函
館

更
科　

源
蔵 

一
九
〇
四 

弟
子
屈 

八
田　

尚
之 

一
九
〇
五 

小
樽

伊
藤　
　

整 

一
九
〇
五 

松
前 

本
庄　

陸
男 

一
九
〇
五 

当
別

（
氏
名
） 

（
生
年
）　　
（
出
身
地
） 

（
氏
名
） 

（
生
年
）　　
（
出
身
地
）

和
田　

芳
恵 

一
九
〇
六 

国
縫 

辻
村
も
と
子 

一
九
〇
六 

岩
見
沢

坂
東　

三
百 

一
九
〇
六 

旭
川 

古
宇
伸
太
郎 

一
九
〇
六 

神
恵
内

牧
野　

善
三 

一
九
〇
七 

松
前 

亀
井
勝
一
郎 

一
九
〇
七 

函
館

井
上　
　

靖 

一
九
〇
七 

旭
川 

寒
川
光
太
郎 

一
九
〇
八 

羽
幌

長
見　

義
三 

一
九
〇
八 

長
沼 

赤
木　

三
兵 

一
九
〇
九 

旭
川

長
谷
川
四
郎 

一
九
〇
九 

函
館 

石
上
玄
一
郎 

一
九
一
〇 

札
幌

竹
森　

一
男 

一
九
一
〇 

壮
瞥 

中
山　

正
男 

一
九
一
一 

佐
呂
間

八
木　

義
徳 

一
九
一
一 

室
蘭 

佐
藤　

喜
一 

一
九
一
一 

小
樽

畔
柳　

二
美 

一
九
一
二 

千
歳 

安
住　

誠
悦 

一
九
一
二 

洞
爺

西
田
喜
代
司 

一
九
一
三 

厚
田 

船
山　
　

馨 

一
九
一
四 

札
幌

小
松　

伸
六 

一
九
一
四 

釧
路 

金
子　

き
み 

一
九
一
五 

湧
別

西
野　

辰
吉 

一
九
一
六 

初
山
別 

高
山　

亮
二 

一
九
一
六 

倶
知
安

河
邨
文
一
郎 

一
九
一
七 

小
樽 

八
匠　

衆
一 

一
九
一
七 

旭
川

木
野　
　

工 

一
九
二
〇 

旭
川 

澤
田　

誠
一 

一
九
二
〇 

札
幌

川
内　

康
範 

一
九
二
〇 

函
館 

滋
野　

透
子 

一
九
二
一 

岩
見
沢

三
浦　

綾
子 

一
九
二
二 

旭
川 

上
西　

晴
治 

一
九
二
二 

浦
幌

千
田
三
四
郎 

一
九
二
二 

礼
文 

大
森　

光
章 

一
九
二
二 

倶
知
安

木
村
久
爾
典 

一
九
二
三 

札
幌 

坂
本
幸
四
郎 

一
九
二
四 

函
館

夏
堀　

正
元 

一
九
二
五 

小
樽 

鳥
居　

省
三 

一
九
二
五 

紋
別

萱
野　
　

茂 

一
九
二
六 

平
取 

藤
本　

英
夫 

一
九
二
七 

天
塩

重
兼　

芳
子 

一
九
二
七 

上
砂
川 

高
橋
揆
一
郎 

一
九
二
八 

歌
志
内
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（
氏
名
） 

（
生
年
）　　
（
出
身
地
） 

（
氏
名
） 

（
生
年
）　　
（
出
身
地
）

金
丸　

義
昭 

一
九
二
八 

室
蘭 

山
田　

昭
夫 

一
九
二
八 

札
幌

三
好　

文
夫 

一
九
二
九 

富
良
野 

高
野
斗
志
美 

一
九
二
九 

鷹
栖

菱
川　

善
夫 

一
九
二
九 

小
樽 

橋
本　
　

稔 

一
九
二
九 

岩
見
沢

武
井　

静
夫 

一
九
二
九 

倶
知
安 

木
下　

順
一 

一
九
二
九 

函
館　

木
原　

直
彦 

一
九
三
〇 

厚
真 

千
葉　

宣
一 

一
九
三
〇 

旭
川

柚
木　

衆
三 

一
九
三
〇 

増
毛 

針
山　

和
美 

一
九
三
〇 

倶
知
安

藪　
　

禎
子 

一
九
三
〇 

芦
別 

三
浦　

清
宏 

一
九
三
〇 

室
蘭

木
村
真
佐
幸 

一
九
三
〇 

真
狩 

小
笠
原　

克 

一
九
三
一 

小
樽

山
口　

昌
男 

一
九
三
一 

美
幌 

山
中　
　

恒 

一
九
三
一 

小
樽

新
谷　
　

行 

一
九
三
二 

小
平 

倉
島　
　

斎 

一
九
三
二 

札
幌

笠
原　

伸
夫 

一
九
三
二 

小
樽 

杉
野　

要
吉 

一
九
三
二 

美
唄

朝
倉　
　

賢 

一
九
三
二 

札
幌 

菊
地　

慶
一 

一
九
三
二 

旭
川

安
東　

章
二 

一
九
三
二 

函
館 

渡
辺　

淳
一 

一
九
三
三 

上
砂
川

荒
巻　

義
雄 

一
九
三
三 

小
樽 

松
本　
　

徹 

一
九
三
三 

札
幌

中
野
美
代
子 

一
九
三
三 

札
幌 

田
中　

和
夫 

一
九
三
三 

江
別

菅
原　

政
雄 

一
九
三
三 

釧
路 

三
田　

英
淋 

一
九
三
三 

函
館

宇
野
鴻
一
郎 

一
九
三
四 

札
幌 

合
田　

一
道 

一
九
三
四 

上
砂
川

十
津
川
光
子 

一
九
三
四 

新
十
津
川 

加
藤　

多
一 

一
九
三
四 

滝
上

鳩
沢
佐
美
夫 

一
九
三
五 

平
取 

笠
原　
　

肇 

一
九
三
五 

留
萌

松
本　

道
介 

一
九
三
五 

札
幌 

川
嶋　
　

至 

一
九
三
五 

札
幌

加
藤　

幸
子 

一
九
三
六 

札
幌 

佐
々
木　

充 

一
九
三
六 

岩
見
沢

（
氏
名
） 

（
生
年
）　　
（
出
身
地
） 

（
氏
名
） 

（
生
年
）　　
（
出
身
地
）

十
川　

信
介 

一
九
三
六 

札
幌 

小
檜
山　

博 

一
九
三
七 

滝
上

神
谷　

忠
孝 

一
九
三
七 

帯
広 

野
坂　

幸
弘 

一
九
三
七 

小
樽

草
森　

紳
一 

一
九
三
八 

帯
広 

井
上　
　

彪 

一
九
三
八 

池
田

沖
藤　

典
子 

一
九
三
八 

室
蘭 

保
坂　

正
康 

一
九
三
九 

札
幌

冬
木　
　

薫 

一
九
三
九 

士
別 

長
谷
川　

啓 

一
九
四
一 

札
幌

今
村　

忠
純 

一
九
四
二 

小
樽 

竹
内　

清
己 

一
九
四
二 

室
蘭

池
澤　

夏
樹 

一
九
四
五 

帯
広 

小
笠
原
賢
二 

一
九
四
六 

増
毛

森
本　
　

等 

一
九
四
七 

小
樽 

北
田　

幸
恵 

一
九
四
七 

中
標
津

川
又　

千
秋 

一
九
四
八 

小
樽 

佐
々
木
丸
美 

一
九
四
九 

当
別

藤
堂
志
津
子 

一
九
四
九 

札
幌 

佐
々
木　

譲 

一
九
五
〇 

夕
張

川
村　
　

湊 

一
九
五
一 

網
走 

外
岡　

秀
俊 

一
九
五
三 

札
幌

久
間　

十
義 

一
九
五
三 

札
幌 

澤
井　

繁
男 

一
九
五
四 

札
幌

土
居　

良
一 

一
九
五
五 

札
幌 

桃
谷　

方
子 

一
九
五
五 

札
幌

東　
　

直
己 

一
九
五
六 

札
幌 

朝
松　
　

健 

一
九
五
六 

札
幌

今
野　
　

敏 

一
九
五
七 

三
笠 

氷
室　

冴
子 

一
九
五
七 

岩
見
沢

大
崎　

善
生 

一
九
五
七 

北
海
道 

鳴
海　
　

章 

一
九
五
八 

帯
広

海
道
龍
一
郎 

一
九
五
九 

函
館 

朝
倉
か
す
み 

一
九
六
〇 

小
樽

富
樫
倫
太
郎 

一
九
六
一 

函
館 

小
路　

幸
也 

一
九
六
一 

旭
川　

蜂
谷　
　

涼 

一
九
六
一 

小
樽 

谷
村　

志
穂 

一
九
六
二 

札
幌

石
黒　

達
昌 

一
九
六
二 

深
川 

京
極　

夏
彦 

一
九
六
三 

小
樽

馳　
　

星
周 

一
九
六
四 

北
海
道 

浅
倉　

卓
弥 

一
九
六
六 

札
幌
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道
外
出
身
者
、
北
海
道
で
文
学
活
動

 （
氏
名
） 

（
生
年
）　　
（
出
身
地
） 

（
氏
名
） 

（
生
年
）　　
（
出
身
地
）

有
島　

武
郎 

一
八
七
八 

東
京 

橘　
　

外
男 

一
八
九
四 

金
沢

宇
野　

千
代 

一
八
九
七 

山
口 

長
谷
川
海
太
郎 
一
九
〇
〇 

佐
渡

山
田　

順
子 

一
九
〇
一 

秋
田 

小
林
多
喜
二 

一
九
〇
三 

秋
田

外
山
卯
三
郎 

一
九
〇
三 

和
歌
山 

木
村
不
二
男 

一
九
〇
六 

秋
田

吉
田
十
四
雄 

一
九
〇
七 

三
重 

中
沢　
　

茂 

一
九
〇
九 

石
川

小
山　
　

清 

一
九
一
一 

東
京 

水
谷　

光
江 

一
九
一
六 

東
京

和
田　

謹
吾 

一
九
二
二 

東
京 

神
沢　

利
子 

一
九
二
四 

福
岡

梅
田
昌
志
郎 

一
九
二
七 

東
京 

原
田　

康
子 

一
九
二
八 

東
京

川
辺　

為
三 

一
九
二
八 

樺
太 

南
部
樹
未
子 

一
九
三
〇 

東
京

武
田　

友
寿 

一
九
二
八 

宮
城 

沓
沢　

久
里 

一
九
三
二 

大
阪

今
井　

泰
子 

一
九
三
三 

東
京 

李　
　

恢
成 

一
九
三
五 

樺
太

倉
本　
　

聡 

一
九
三
五 

東
京 

今
井　
　

泉 

一
九
三
五 

高
知

亀
井　

秀
雄 

一
九
三
七 

群
馬 

寺
久
保
友
哉 

一
九
三
七 

東
京

伊
藤　

桂
子 

一
九
三
八 

樺
太 

栗
坪　

良
樹 

一
九
四
〇 

奉
天

工
藤　

正
宏 

一
九
四
三 

青
森 

柴
村　

紀
代 

一
九
四
六 

台
湾

片
山　

晴
夫 

一
九
四
七 

福
井 

桐
野　

夏
生 

一
九
五
一 

東
京

小
森　

陽
一 

一
九
五
三 

東
京 

辻　
　

仁
成 

一
九
五
九 

東
京

佐
川　

光
晴 

一
九
六
五 

東
京 

渡
辺　

一
史 

一
九
六
六 

名
古
屋

長
嶋　
　

有 

一
九
七
二 

東
京 

赤
染　

晶
子 

一
九
七
四 

宇
治
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